Treatment of Chyluria with D.D.S. by 石部, 知行
Title乳糜尿症に対するD.D.S.療法
Author(s)石部, 知行










乳糜 尿 症 に 対 す るD.D。S.療 法
広島大学医学部皮膚科泌尿器科教室(主任 加藤篤二教授)
石 部 知 行
               Treatment of Chyluria with D.D.S. 
                         Tomoyuki  ISHIBE, M. D. 
             From the Department of Dermatology and Urology, Hiroshima 
                  University, School of Medicine, Hiroshima,  Japan
                           (Director Prof. T. Kato) 
   Dramatic effect has been obtained by a new sulfonamide, D.D.S. (manufactured by 




D.D.S.を癩に用いて,有 効 なる ことを報告 し
て以来本剤 の治癩 性は高 く評価 されている.他
方Filaria症の後遺症 と目され る乳魔尿 に対 し
てのHeterazanを含めての薬物療法 の効果 と
い うものは,第15回医学総 会に於 ける佐藤教授
の講演 によつて も樹完壁 なものではな く,氏 が
本症に対す る卓越 した治療法が要望 されている
とのべ られ てい る如 く,未 だよい治療法 のない
のが現状で ある.
今回我 々は乳廉尿症の一例 にD.D.S.を使 用













う.最 近 更に か か る状 態 が増 悪 して来 た の で来 院 し た
も ので あ る.来 院 時の 自覚 症 と して は左 側 々 腹部 の 軽
い痙 痛,retardierteundprotrahierteMiktion及
び残 尿感 で あ り,以 前 時 にHarntenesmus及び左 下
肢 の軽 い 浮腫 形 成 がみ られ た こ ともあ るとい う.尚 近
時食慾 不振 及 び 夜 間一 時 間 に一 度 位 の頻 尿 が あ り,た
め に睡 眠 が障 碍 され て い る とい う.
現 症:全 身 所 見 は中 等 大 に し て栄 養 は貧,皮 膚 は 乾
燥 性 な る も黄 疸 色 は 認 め られ ず,血 圧 は122～84㎡m
Hg,胸部 打聴 診に て心 濁 音 狭 く,横 隔 膜 は可 成 り低 位
に あ り肺 気 腫 の存 在 が疑 わ れ る.腹 部 は 扁 平 に し て
軟,腎 は両 側 共触 れ ず,膀 胱 部,外 陰 部 に も所 見 な
く,前 立 腺 のや や 肥 大 せ るを認 め た.
検 査成 績:尿 は乳 白 色 に混 濁,ゲ ラチ ン様 で 軽 度 に
螢 光 を発 す 蛋 白(昔),ウ ロビ リノーゲ ン(一),
細 菌 桿 菌,球 菌何 れ も(甘),赤 血球(一),白 血 球
(+),Filaria仔虫(一),脂 肪 球(廿),血 液 検
査 で は 白 血 球85×102,赤血 球325×10",血色 素7096
でや や 貧 血 がみ られ,白 血 球 分 類 では リンパ球16%
と可 成 りの リンパ球 減 少症 が み られ る も,他 に単 球 の
増 加 はみ られ ず 著 変 を み な かっ た.又 夜 間未 梢 血 の 誘
発 に よ る濃 塗標 本 で 仔 虫を 明 らかに す る こ とは出 来 な
かつ た.血 液 理化 学 検 査 で は 血清 蛋 白5.599b,AIG
は0.5,全コ レス テ ロ ール は120mg96,コレス テ ロ ー
ルエ ス テ ル90mg%と 何 れ も可 成 り低 く,機 能 検 査
で はB,S.P.30分後 で10～1506残留 し,T。T.T.2.65,
Gross1.2cc,高田4本 陽性,コ バ ル トR5〔3)とやや 肝
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は 不 良 な る も,P.S.P,は初 発5分 以 内,2時 間値68
%と 腎機 能 に は著 変 を 認 め ず,Thornの テ ス]・も正
常 の 範 囲 に あっ た.
膀胱 鏡 検 査 で は容 量300cc以上,内 景 は全 体 に 肉
柱 形 成著 明な る も,粘 膜 に発 赤,充 血等 の病 変 は み ら
れ な かつ た.尿 管 の機能 は左 側 でや や 弱 い が殆 ん ど正
常.左 尿 管 口よ り白色 に混 濁 せ る尿の 排 泄 を認 め た.
青 排 泄 は両 側 共5分 以 内 に 濃染 し た.
逆 行性 腎孟 撮影 で は 左 側 に20ccの ヨ ー ドナbVウ
ムを 注 入す る も全 く抵 抗 な く,図 の如 く亦 浴 流像 も得
られ な かつ た.即 ち腎孟 に病 的所 見を 認 め ない
治 療 及 び経 過概 括:入 院 後Resochinを1日3～5
錠 内 服せ しめ る ことに よ りや や症 状 の 軽快 をみ た が.
4ヵ 月余 にわ たつ て投 与せ る も治癒 せ ず,白 血 球減 少
を来 た せ るため 中止 す 以後 逆 行性 腎孟 内0.5%Ag-
NO3を20cc注 入3回,Predonisone1日10mg
5日間 の 内 服,Penicillin1日60万注5日,Maphar-
zo11号を1日1A注5日,Spatonin1日0.2912
日間内 服,Stibnal1日10ccを隔 日に7回 注等 の非
観 血 的療 法 に よつ ては 全 く効果 な く,た めに34年1月
14日左側 腎被 膜 剥離 と同 時に 腎茎 部 リンパ管 の結 紮 離
断 を 行つ た.こ の際 腎孟 部 漿膜 下 に 古 野等 に 従 っ て
"Sky-blue"を入れ,リ ンパ管 の走 行 を確 か めた 上,
之 を 完 全 に離 断 した.術 後 尿 が可 成 り清澄 と な つ た
が.術 後5日 もす る と再 び 白色混 濁 し始 め 排尿 困難 を
来 た し,更 に 食慾 不 振 高度 とな り脱 水症 状 が 著 明 とな
っ て来 た.こ こに於 て輪 血,輸 液 を 行 い急 場 を しの い
だ が 尿 は 依 然 とし て 乳 白色 混 濁を 呈せ るた め,2月
13日Su】fon剤で あ るD.D.S.を本 患者 に 内服 せ し め
る こ と とした.然 し誤つ て1日1.5gと い う大 量 を投
与 せ る ため 翌 日よ り嘔吐 を 来 た し食慾 全 くな く使 用 に
耐 え なか つ たが,内 服翌 日よ り尿 が 清澄 とな り排 尿 も
容 易 とな つ た.よ つ て2月16日 よ りD.D.S.の100mg
を 毎 日筋 注 す る こ とに代 え た.之 に よつ て尿 は翌 日よ
り全 く濡 澄 とな り,以 後8日 間 連続 注,次 いで 隔 日注
3回,3日 目毎 に4回,4日 目毎 に4回,1週 毎 に1
回計20本の 注射 を 行 い療 薬 に至 り現 在 の 所2ヵ 月経 過
せ る も尿混 濁は 全 く認 め られ ず 尚経 過 観察 中で あ る.
考 按
Filaria症は我邦 に於 いては北海道を除 く各
地 に散在 し,特 に九 州には濃厚 に認 められる も
のである.然 しFilaria症及びその後遺症 と老
え られ る乳贋繊維尿 の治療法 に関 しては今 日の




腎孟 内薬物注 入(田 村 ・北 川),腎 部 レ線照射
(皆見),Predonisone(杉村)等 が あるが充
分な効果が期待 出来なかつた し,手 術的療 法 と
しては腎被膜剥離術,腎 周囲 リンパ管遮 断 術
(Gansa,北川,大 森,井 尻,片 峰,岡 元,古
野等),腎 別 出術(前 田)等 が あるが之等 の方
法 によつて も岡元例の22%の再楽 といつた様に
完治 しない例 も可成 り存在 している。
我 汝も田村,北 川等に従つ て腎孟内薬物 注入
を行 つたが,彼 等 ものべ ている如 く本症例 では
図の如 く腎孟に盗流現象 を認 め得 ない症例 であ
つたためか全 く無効 であつた.
更に杉村等の免疫 アレルギ ー作 用,抗 ピア ロ
ウロ=ダ ーゼ作 用に基 いてのPredonisone療
法を施行せ るも之 も全 く無効であつた.
又 腎被膜剥離 リンパ管離断術の術後 しば らく
尿が清澄であつたのは,全 くといつて よい位食
餌 を とらなかつたために起 つた ものであ り.手
術 は全 く失敗に帰 した症例 であると 考 え られ
る.
その他前記せ る薬剤 中やや有効であつたのが
Resochinである.本 剤は初め抗 マラ リア剤 と
して使用 されたものであり臨床適応 としては各
種の原虫性疾患 がある.乳 魔尿症 の発生病 理に
は腎孟腎拓への リンパ管の直接 の開 口 で あ る
(林・久米)と か,ア レルギー性 の もの(岡 村・
楢原,片 峰,田 辺)と か.腎 上 皮細 胞の透過
性の充進を主 とす る機能障碍(Satines外)と
いつた ものがあげ られ てい るが.結 局 本 症 は
Filaria症の後遺症 と目され るもので仔虫 を何
等かの方法 で殺 害す るに役立つ様 な薬剤,即 ち
Resochinが原因的に この 目的に少 しで も働い
た もの と考え られ る.
Filaria症の熱 発作 に関 しては古 くか らFila.
riaと他の細菌 との混 合感染 が老 え られ ,事 実
スル フア剤の投与で軽決がみ られ ている.こ こ
に ピン+を 得てSulfon剤であ るD.D.S.を各
種今 までに よい といわれている殆 んどの療 法に
抗せ る本症 に使用せ る所劇的 な効 を得 たのであ
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る.乳 魔尿は従来 よ り時に 自然 に停止す ること
が あるともいわれ るが,我 々の症例 の如 く使 用
翌 日よりかか る軽快がみ られた ことは,本 剤 と
の関連を否定 し去 る訳にはいかない と思 わ れ
る.更 に本症 の発生に対す る腎茎 リンパ管か ら
リンパの腎外腎孟附近への排泄 が重要視 され て
いるが,本 症例 では組織検査が な されていない
か ら何ん ともいえないに しても,前 記手術が失
敗 しD.D.S,が奏功 した経緯 よりしてかか る機
構以外の本症 発生 機構 も亦重要視 さるべ きで あ
ると考 えられ る.省 本療法についての唯一つの
文献 と思われ るものはMuirのそれであ り,彼
はD.D.S.がFilaria症に有効である とのぺ
ている.し か し彼 としても乳慶尿のそれ に対 し
ては何等のべていない様 である.本 症例 では尿
中,血 中よ りの仔虫検 出は当初 よ り陰性 であ り
仔虫,母 虫に対す る影響 は全 く不朋であ るが,
D.D.S.はその性格 か らして本症に対 す る根本
療法の一つでは ないか と考 え られ,今 後の追試
を希望す るものであ る.
結 語
今 日まで よい といわれて来 た各種 療法 の何れ
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